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1施工BIMのインパクト2023

施工BIMのインパクト｜今年で9年目です

参加者：
453名＠東京
203名＠大阪

施工BIMのインパクト2018

生産性向上の未来を拓く

2018.11.28 ＠東京

2018.11.30 ＠大阪

主催：日刊建設通信新聞社

参加者：
650名＠東京
250名＠大阪

施工BIMのインパクト2019

生産性向上の未来を拓く

2019.11.20 ＠東京

2019.11.22 ＠大阪

主催：日刊建設通信新聞社

視聴者：
2,189名
※オンデマンド期間含む

施工BIMのインパクト2020

2020.12.04 ＠WEB

主催：日刊建設通信新聞社

視聴者：
1,210名
※オンデマンド期間含む

施工BIMのインパクト2021

2021.11.25～2021.12.28

＠WEB

主催：日刊建設通信新聞社

視聴者：
1,800名
※オンデマンド期間含む

施工BIMのインパクト2022

生産性向上からDXへ

2022.12.13～2022.12.25

＠WEB（収録は公開）

主催：日刊建設通信新聞社

今年もWEB開催です（「施工BIMのインパクト」は2015年から始まっています）
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建築生産全体 設計段階 設計施工一貫方式 施工段階 維持管理・運用段階

建築BIM推進会議
2020.03（第1版）
2022.03（第2版）

建築設計三会
2021.10（第1版）

日本建設業連合会
建築BIM合同会議
2022.05（第1版）
2023.06（第2版）

日本建設業連合会
BIM部会
2021.03

日本ファシリティマ
ネジメント協会

2019.01

建築BIMを建築生産プロセスに適用する
各団体等から発行されているガイドライン類

図版出典：各団体のHP

日建連BIM
ワークフロー
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プロセス横断的な活用が課題と言われているが…
横断的な活用が進んでいない（国土交通省） 横断型でBIMを活用するメリット

◎ プロセスごとに重複していた情報入力・加工作業など
が省略化される

◎ 多くの関係者間での複雑な形状などの理解が深まり、
質疑応答などが減るなど、情報伝達が円滑化する

◎ 設計段階から施工計画を検討することで、速やかな資
材発注や工事着手による、設計から施工までの工期の
短縮やコスト低減などを実現する

◎ 適切な入力ルールなどに基づき必要な情報が入力され
たBIMが維持管理・運用段階に受け渡されることで、
BIM活用による効率的な維持管理・運用を実現する

◎ 設計段階で維持管理・運用の方針などを検討すること
で、維持管理・運用の効率化・コストの合理化などを
目指した設計を実現する。

図版出典：建築分野における BIMの標準ワークフローと その活用方策に関する ガイドライン （第２版）、国土交通省、2022.3

デジタル情報を一貫して活用（国土交通省）
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プロセス横断的な活用に向けた施策（例）

施工技術コンサルティング（国交省） フロントローディング（日建連）

生産側
の
立場

• BIMのデータが欲しいことは第一義ではない
• 施工で使用できる正しい生産情報を活用したい（それがBIMであればなお良い）
• フロントローディングで設計者と施工者が協創したい（設計者に負荷をかけることではない）

設計施工一貫方式設計施工分離方式

新たな
視点
を付加

• 業務の実態からお互いの課題・目線合わせをする舞台が必要
• 舞台（段階）だけの縦軸議論ではなく、アクター（役者）を含めた縦横軸で役割を整理
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設計と施工の生産情報の受け渡し2
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施工部門が必要とする設計BIMデータ
補足（参考）考え方

1 意匠＋構造＋設備の空間調整が済み
意匠、構造、設備の３部⾨でBIM データを作成し、重ね合
わせにより空間の整合調整がなされたデータ

設計図書（図⾯）とBIM データが整合

確定事項と未確定事項（懸案事項）が可視化

信⽤できるデータの提示（部分でも可）

2

4

3

施⼯部⾨では、設計BIM データとの⾷い違いが発⽣すると
BIM データを転⽤して使⽤するより最初から作成が効率的

渡す際にBIM モデルのキャプチャー画⾯に未確定事項を記
載するなどの⽅法で未確定事項を正確に伝達

「この通りに施⼯をして欲しい」と伝達されると、データ
を有効に活⽤できる範囲が広がる

お互い
の立場
を尊重

• 同じ言葉を使用しても設計者と施工者で考え方の詳細度が異なる
• 「納まっている」「干渉」 ▷ 立場が異なるので検討レベルが異なって当然ではないか
• 「整合性」「設計として成り立っていない」の詳細度に関する意識合わせが必要ではないか

図版出典：設計施⼯⼀貫⽅式におけるBIM のワークフロー（第2版）、2023.6、日本建設業連合会



9施工BIMのインパクト2023

例えば、設計者がキックオフ会議で意図伝達
補足（参考）施工BIMのキックオフ会議を有効に活用した例

図版出典：「2023年度日建連BIMセミナー」の発表事例からの抜粋

• 設計BIMデータをそのま

ま施工で活用することが

目的ではない

• 元請、専門工事会社が施

工図・製作図と同等の

BIMデータを作成し、質

疑回答を効率的に進める

ために設計BIMデータを

配布している
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設計者と施工者で認識の不一致がある
設計者のつぶやき 例えば、施工者のコメント

設計段階で

作成した

BIMモデルを

施工者が

活用してくれない

設計者としては……

役割
分担

BIM
データ

• 確認申請図と生産現場に渡すBIM
モデルが異なる

• 鉄筋納まりは躯体図検討時に納
まっていない

• メンテナンスルートやハト⼩屋が
おさまっていない

• LGSの壁は梁下・スラブ下・天井
までと⾼さを分類して入力してい
ない

• 壁のスタッドが⼊⼒されていない
• 躯体のフカシが入力されていない

• 図面時代からそうだっ
た

• 設計ルールでは納まっ
ている

• 今後、ボリュームを入
力して検討する

• すべてスラブ下までで
統⼀。分類は属性入力
で図⾯で表現

• 設計では入力必要なし
• 施工のフカシは範疇外
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小結：認識の不一致を理解してお互いを尊重
詳細度と入力範囲/入力担当者/入力時期（例）慣習からの脱却 ▷ 施工者との共創が重要

• 生産情報の渋滞をなくすためにお互いを尊重
▷ 用語定義の認識を合わせる（納まるの意味が違う）
▷ 設計段階で設計者がすべて実施することではない
▷ 施工に引き渡す前に施工者と協創
▷ 設計図書の調整を施工者が残業で消化できない環境

天井で止まる壁（間仕切り壁）

スラブで止まる壁（区画壁）

【入力範囲】
• 設計者 ▷ 壁種は図面で確認？（BIM時代ではリアル？）
• 施工者 ▷ 壁種は実施工の通りで確認？（BIM時代は簡素化？）

【詳細度/入力担当/入力時期】
• LGS ▷ 設計、元請は入力しない？

  ▷ 必要な部門が入力？（図面には元請が加筆）

施工技術コンサルティング（国交省）
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竣工BIM（建築BIMの終わらせ方）3
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データ納品のスタンス｜「EIR」は目的に合わせて3パターンが考えられる

EIRで何のデータを受領したいのかを示す

1. 発注者が設計段階や施⼯段階でBIM の利⽤を「EIR（設計・施⼯）」で義務付けた

場合でも、設計段階や施⼯段階で使⽤したBIM データを発注者に納品することは設

計施⼯契約には含まれない

2. 発注者が設計段階や施⼯段階で使⽤したBIM データの納品を求める場合は、「EIR

（維持管理・運⽤）」にて納品の条件を提⽰する

3. 発注者が設計段階や施⼯段階の情報だけでなく、維持管理・運⽤段階で使⽤する情報

を付加するBIM データを要求する場合も「EIR（維持管理・運⽤）」を作成する。

維持管理・運⽤段階で必要となるBIM データを⽰すと共に作成者を選定する
出典：設計施⼯⼀貫⽅式におけるBIM のワークフロー（第2版）、2023.6、日本建設業連合会

❶EIR（設計・施工）

❷EIR（維持管理・運用）

❸EIR（維持管理・運用）
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受注者は「EIR（維持管理・運用）」の提示がない限りデータ納品はしない（図面は従来通り）

納品するBIMデータの種類

番号 BIM時代の用語 従来の用語 解説 作成者 費用負担

01 竣工BIM（建築・設備） 完成図
（竣工図）

完成図を作成する際に確認申請BIM
データを加筆・修正して作成するBIM
データ

施工者
※BIM時代は設計
者の役割か

発注者

02 完成施工BIM（建築） 施工図
製作図

施⼯図や製作図を作成する際に使⽤し
たBIM データ。竣⼯BIM（建築）とは
形状情報の詳細度が異なる

施工者 発注者

03 完成施工BIM（設備） 施工図
設備の施⼯図BIM データを修正して作
成されるBIM データ。竣⼯BIM（設
備）とは形状情報の詳細度が異なる

施工者
（設備SC）
▷工事見積に盛り
込む

発注者

04 維持管理・運用BIM －

竣⼯後の維持管理・運⽤などの業務で
活⽤することを⽬的にしたBIM データ。
施⼯段階で確定した情報に維持管理・
運⽤段階で必要となる情報を付加し、
改めてモデリングをしたBIM データ

維持管理・運用
BIM作成者 発注者

05 維持管理・運用BIMの更新 － 施設の更新や管理に合わせて更新した
BIM データのこと

維持管理・運用
BIM作成者 施設所有者

出典：設計施⼯⼀貫⽅式におけるBIM のワークフロー（第2版）、2023.6、日本建設業連合会
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小結：工事後にBIMデータを何に活用するのか

竣⼯BIM ＝ 

設計・施⼯で使⽤したBIM モデル（完成図）※１＋設計・施⼯で使⽤した属性情報※２

維持管理・運⽤BIM ＝ 

竣⼯BIM＋維持管理・運⽤で必要とされる属性情報

竣工時の情報は維持管理・運用段階で使用 ▷ 発注者は必要な情報を明確化すること

※1 形状情報は確認申請BIM データと同等
施工図レベルの形状情報が必要になると、完成施⼯BIM のデータを準備することになります。「EIR（維持管理・運⽤）」で発注者は明⽰

※2 必要な属性情報の項⽬は「EIR（維持管理・運⽤）」において提⽰
設計・施⼯で使⽤した情報とは、例えば、完成図（=竣⼯図）の外部・内部仕上げ表、建具表に記載されている内容、設備機器リストに
記載するような機器の名称、メーカー名、品番、設置場所、簡単な性能（EV なら何⼈乗り）などが該当します。

出典：設計施⼯⼀貫⽅式におけるBIM のワークフロー（第2版）、2023.6、日本建設業連合会
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おわりに4



17施工BIMのインパクト2023

BIMは目的ではなく手段である。今後の視点として領域❷の人材に期待をしたい

BIMだけでは大きな共感は生まれない

4
12 BIMデータのマネジメ

ントが建築生産プロセ
スを良い方向に向かわ

せるゾーン

BIMモデルは作成する
が活用の目的を説明でき

ないゾーン

理解できるが面倒なこと
はしたくないゾーン

多くの人はこの領域で概
要を説明しがち？！

この領域の人材のやる
気スイッチをONにする
必要

論外
ここにアプローチをしても
動かない

本来の目的は
ここにある！

目的を実現する
あくまでも手段

BIMに
取組む必要が

ある

BIMに
取組む必要が

ない

新しい建築生産の在り方を
提案できる

3
新しい建築生産の在り方を

提案できない

領域❶

領域❹

領域❷

領域❸

モチベーション軸

能力軸
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～11年前 ｜BIMに一元化（一気通貫）｜BIM元年頃（2009）

BIMは推進の多様性に合わせて変移

BIM

設計BIM 施工BIM 維持管理・運用BIM

10年前～現在 ｜ステージ軸（段階毎）｜『施工BIMのスタイル2014』が契機！（2014）
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現在 ～    ｜ステージ軸（段階毎）＋アクター（人）｜『日建連BIMワークフロー』（2022～）

終わらせ方からBIMの始め方をちゃんと整理

工場管理システム
物流システム

設計BIM
（ASmep） 設計BIM/ICT（確認申請） 計画変更BIM/ICT 竣工

BIM

施工BIM
（元請）

施工計画BIM/ICT

躯体・鉄筋BIM/ICT

総合図BIM/ICT

製作BIM
（専門工事会社）

製作BIM

図面
（元請用）

維持管理・運用BIM
（作成者）

維持管理・運用BIM

縦軸のデータ連携は領域
❶のポイントのひとつ！
正しいデジタルデータを
適切な時期に渡たすこと
が最重要

発注者 CDE（共通データ環境/ビューア）

製造用図面
（自社製造用）

工場
管理

完成施工
BIM
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本セミナーにおける各セッションの位置づけ

設計BIM
（ASmep）

施工BIM
（元請）

製作BIM
（専門工事会社）

維持管理・運用BIM
（作成者）

発注者

設計BIM/ICT（確認申請） 計画変更BIM/ICT 竣工
BIM

施工計画BIM/ICT

躯体・鉄筋BIM/ICT

総合図BIM/ICT

製作BIM

図面
（元請用）

維持管理・運用
BIM

CDE（共通データ環境/ビューア）

製造用図面
（自社製造用）

工場
管理

完成施工
BIM

(自社内)

国の施策・方向性
国土交通省 官庁営繕

BIMの現在と今後
日建連

現状

施工計画BIM
安藤・間＋杉考

サプライチェーンとBIM
東亜建設工業＋野原グループ

空調・電気のBIM連携
高砂熱学工業＋新菱冷熱工業＋
ダイダン＋弘電社

製作BIMのその後
東芝エレベータ

事例

今後
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資料の公開先｜日建連BIM部会
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